
全ダ連だより 第 20号
2017.3

All Nippon Association of Dance

Contents
役員紹介.......................................................................................................２
会長挨拶.......................................................................................................３
最近の渉外関連のご報告............................................................................４
資格認定委員会、試験問題作成委員会、
カリキュラム委員会事業報告....................................................................５
審査審議委員会...........................................................................................６
ANADアマチュア指導員資格認定委員会...............................................７
ダンス教授所及びジュニア育成教室認定委員会.....................................８
ウェルフェアダンス指導員認定委員会.....................................................９
ウェルフェアダンス研究会活動報告..................................................... １０
平成２８年度公益事業報告（全ダ連だより）....................................... １１
平成２８年熊本地震と義援金について................................................. １５
広告一覧...................................................................................................１６
賛助会員指定研修会................................................................................２３

平成29年 3月 25日
公益社団法人全日本ダンス協会連合会
〒105-0004
東京都港区新橋1-18-13.杉村ビル9F
TEL.03-3506-8866　FAX.03-3506-8854
E-mail：.anad@zendaren.or.jp
URL：.http://www.zendaren.or.jp/
（平日）10：00〜 18：00　
土・日・祝他

発 行 日
発 行 者
所 在 地

営業時間
定 休 日

 



2

後列左から
三列目
理　　事　伊藤　信義	 理　　事　関野　憲一	 理　　事　熊谷　正美

二列目
理　　事　金子　康夫	 理　　事　日向　優美子	 理　　事　後藤　敏一	 理　　事　葛西　康良
理　　事　竹田　義博	 理　　事　水谷　正樹	 理　　事　佐藤　順子	 理　　事　橋本　晃
理　　事　野村　直人	 理　　事　赤井　鈴枝	 監　　事　後藤　正一

一列目
理　　事　福田　守弘	 常任理事　小室　裕一	 副 会 長　村松　昌弘	 会　　長　小川　純
副 会 長　奥野　友子	 常務理事　野本　雅裕	 常任理事　小嶋　朱美

 役員紹介

平成28年度第1回総会会場にて



「全ダ連」はダンス界で初となる「公益社団法人」への移行認定を受けてから、既に今
年で6年目を迎え、更なる発展を図らなければなりません。
然しながら、ダンス界を取り巻く現在の状況はダンス人口の高齢化、風営法改正など、
大きな波に翻弄されて , 大変厳しいものと認識しています。
公益社団法人「全ダ連」は、歴史と権威ある中核団体として、総力を挙げてこの苦境に
立ち向かい、更に成長を遂げていなかければなりません。
会員並びに構成員のすべてが、その技能及び知識の向上にこれまでにも増して努力し、
幅広い年代層に対し正しく健全なダンスの普及・振興に努めなければならない時です。
「全ダ連」の使命であるダンス教師試験については、審査員・講習管理員の育成システ
ムへの取り組をはじめとして、また、組織の充実を図るものとしては、各種名称（全ダ連
認定ダンス教室、全ダ連認定ダンス教師、ウェルフェアダンス、等）及び社表マークの商
標登録作業の完了、ジャスラックとの揺ぎ無い団体契約の確立、ダンスフェスティバル等
イベント企画への取り組み並びに文部科学省の土曜学習応援団への登録など実効性の高
い事項に成果を上げて参りました。
更には、ホームページの見直しを行いサービス機能の拡大・充実を図るとともに、理事
会・委員会に於ける諸連絡事項をメール活用により経費削減の努力を行い、組織の基盤を
固めていく所存です。
全ダ連の振興しているダンスは、「長い歴史の中で、技術や作法が洗練され、それらが
高い達成度を持つ文化であり、且つ、様式美や礼儀を重んじる芸術である。」との評価を
受けております。このダンスの振興を図ることにより、法定の資格を必須としない新風営
法の下でも、公益社団法人全日本ダンス協会連合会の存在意義があるものと確信します。
教師・生徒が国際的に通用する技術を身につけ、社交ダンスにふさわしいマナーと品格
を備えることにより、日本の社交ダンス文化の品位は更なる発展を遂げるものと考えま
す。
また、組織の維持発展と会員・愛好者に資するため、東京オリンピック・パラリンピッ
クを契機とした文化プログラムへの参加活動も視野に入れなければなりません。
「全ダ連」は今後とも、会員である教師協会とダンス愛好家の期待に応えつつ、ご理解
とご協力を力の源として力強く歩んで参りたく思います。　　
日本社交ダンス界の歴史と権威ある中核団体の新執行部にご支援・ご協力を心よりお願
い致します。

 会長挨拶

会長　小川　純
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平成28年 11月 28日　自由民主党本部8階ホールにて、「文化立国」日本を世界に
発信－2020年の先へ－と題した文化伝統調査会拡大会議が開かれ、小川会長 ･小室常
任理事が自民党の友好団体代表として参加しました。
会長山谷えり子参議院議員の主催者挨拶に始まり、丸川珠代五輪相などの祝辞に続き、

「フラッグハンドオーバーセレモニー」音楽監督の椎名林檎氏、文化審議会文化政策部会
委員の吉本光弘氏の講演がありました。オリンピックは単にスポーツの祭典だけでなく、
文化 ･芸術の祭典でもあります。2020東京オリンピック ･パラリンピックに向けて、
20万件の文化プログラムに挑戦することになり、「新しい文化立国に向けた国家ブラン
ド向上と文化ＧＤＰ拡大のための決議」がなされました。社交ダンスはスポーツの面と文
化 ･芸術の両面をもつので、会員の皆さまと文化プログラムに積極的に参加していけばと
感じました。
　
平成28年 12月 6日 15時から「ダンス文化推進議員連盟」が開催され、亡くなら
れた小坂憲次会長に全員で黙祷をささげた後、河村健夫新会長が選出され、秋元司事務局
長の元で会議が進められました。
改正風営法の施行状況について警察庁生活安全局小柳保安課長から説明がありました。
各都道府県において風営法施行条例が改正され、特定遊興飲食店営業（深夜・アルコール
提供の新ジャンル）の営業所設置許容地域等が規定されました。多くの県では、風俗営業
の営業延長許容地域と同一の地域を指定しており、11月末現在、特定遊興飲食店営業の
許可状況は、27都道府県において187件となっています。
その後、出席団体に質疑と意見表明の機会が与えられました。全ダ連は、社交ダンスの
教師 ･スタジオ経営の団体として、社交ダンスの技術水準とマナー格式の向上を図る研
修 ･試験を引き続き実施するとともに、自主規制を続けてレベルの維持と社交ダンスの振
興に取り組み、広く教育、健康面でも貢献できればとの基本を述べました。その上で、①
警察の営業規制の説明があったが、音楽著作権 ･税務 ･飲食の面についても適切な運営が
図られるよう配慮されたいこと、②2020東京オリンピックは単にスポーツだけでなく、
文化芸術の祭典でもあるので、目標20万件ともいわれている文化プログラムに貢献して
いくこと、③社交ダンスを踊っていただく自由となる法改正の際に提案した国会内（議員
会館或いは憲政記念館）における社交ダンスの大舞踏会を議連主催で開催していただきた
い事、を発言しました。秋元事務局長から、舞踏会について重く受け止めると一定の理解
を示していただきました。　　

 最近の渉外関連のご報告

常任理事　小室　裕一
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 資格認定委員会、試験問題作成委員会、カリキュラム委員会事業報告

資格認定委員会
平成28年度の前期、後期の認定講習における受験者の合否の確認等を行いました。
風適法改正に伴い試験内容の見直しを行い、カリキュラム委員会に受験者の為のテキス
ト（ダンス教師資格試験ガイダンス）を新しく作成する指示をし確認を行いました。
試験内容の主な変更ポイント
1.	ソロデモとリード＆フォローの種目の順番を下記のように統一しました。
　	ワルツ、タンゴ、スローフォックストロット、クイックステップ、ヴィーニーズワルツ、
　　	チャチャチャ、サンバ、ルンバ、パソドブレ、ジャイブ
2.	風適法に関する出題をテキストから削除しました。
3.	アソシエイトの学科試験が風適法問題からラテン問題になりました。

試験問題作成委員会
平成28年度前期、後期のアソシエイト試験問題の選定と確認作業を行いました。
昇級試験の前期、後期の試験問題の選定と確認作業を行いました。

カリキュラム委員会
平成29年度からの試験内容が一部変更となります。変更に伴い次の4つのテキスト
を改訂・販売しました。
　①　品番5　ダンス教師資格試験ガイダンス
　②　品番2　【メンバー】ソロデモ用足型（スタンダード）
　③　品番4　【メンバー】ソロデモ用ガイダンス（ラテン）
　④　品番23	【ライセンシエイト・フェロー】ＬＦガイダンス

主な変更点
1.	出題順（種目順）の変更。
【アソシエイト及びメンバー】スタンダードWTFQ、ラテンCSRP の順
【ライセンシエイト及びフェロー】スタンダードWTFQJ、ラテン CSRPVwの順
※アソシエイトのスタンダードソロデモ足型、ラテンソロデモガイダンスは新テキスト
として改訂版が発売されていませんが、試験時は出題順が変更になりますのでご注意く
ださい。
2.	アソシエイト学科試験にラテン問題を追加。
3.	LF ガイダンス後半にヴィーニーズワルツのチャートを参考として作成、添付しました。
従来の教科書ハーリースミスハンプシャーとはフットワークを含め幾つかの点で異なり
ますがどちらのテクニックを採用しても間違いではありませんので参考にしてください。

委員長　村松　昌弘
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委員会の業務内容は、試験審査員、講習管理員、試験管理員等の選定を行うことであり
ます。
公益社団法人である当連合会の活動の中に於いても、プロ・ダンス教師資格試験は主た
る業務であり且つ社会的にも大きな責任を担う役割であります。
試験審査員及び講習管理員は、各教師協会よりフェロー級資格を有する者の中から偏り
なく選出され、各地域会内で話し合いの上、推薦者が決定されます。
ダンス教師試験を厳正に運営するうえで最も重要な人選となります。
地域会から推薦された試験審査員及び講習管理員は、審査審議委員会による審議を経た
後、会長より任命を受けます。
今期も上記過程を経て各資格者の認定が行われています。
今後とも、高い信頼を得られる団体となるべく、鋭意努力してまいります。

 審査審議委員会
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委員長　後藤　敏一

認定試験用テキスト
（ダンス教師資格試験ガイダンス）

新教材のご案内

【品番 23】　
ライセンシエート /フェロー試験ガイダンス
出題は、スタンダードはWTFQVw、ラテン CSRPJ へと変更になっ
ています。ガイダンス後半に、ヴェニースワルツの参考チャートを
掲載しています。

【品番 5】　
認定試験用テキスト ( ダンス教師資格試験ガイダンス )
筆記試験において、従来の風営法問題からラテンの問題へと出題が
変更になります。実技試験の出題は、スタンダードWTFQ、ラテン
CSRP に変更になります。



 ANAD アマチュア指導員資格認定委員会

ANADアマチュア指導員制度の見直し

ANADアマチュア指導員制度を導入して10年を迎えました。その間多数の指導員が
誕生されております。アマとプロの関係は課題も多く、自分達の教師協会に取り入れるこ
とには賛否両論あるのが現実です。しかしながら、うまく機能させている教師協会もあり
ます。私共の滋賀県ダンス教師協会には只今20名の指導員がおられ、当教師協会では、
準会員という立場で活動してもらっています。学校でのジュニア育成指導でも正会員のア
シスタントとして大勢の子供達の補助をしていただき地域に溶け込んで活躍中です。また
今年は、年一回の「滋賀ダンスフェア」においては、会場・更衣室の見回りやプロショー
後の着替えの間を200名のお客様にリングダンスサンバを踊って楽しんで頂けるよう
リーダーシップ役を手伝っていただく等々。教師協会自体は問題なく運営できておりま
す。

さて、この度全国の教師協会に調査を実施させて頂きました。まだ集計中ですが、教本
の内容の見直し、試験内容、他の資格との優遇措置などの問題点を指摘していただいてお
ります。当初から今日までANADアマチュア指導員資格試験は各教師協会独自の業務と
され、試験開催日時も実施回数も統一性がなく曖昧な部分も多いのが現状です。

今後の取り組みとしましては、プロの教師試験とアマチュア指導員資格試験を全ダ連の
傘下で区別化を図り、試験内容を試験問題作成委員会に委ね、より分かり易く、時代に見
合った内容を精査していく方向で発進していきますのでどうか皆様方のご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
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委員長　奥野　友子
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 ダンス教授所及びジュニア育成教室認定委員会

今後の展望

全国のダンス教授所及びジュニア育成教室に加入していただいている皆様、そして今回
新たに土曜学習応援団活動にご賛同頂きました皆様方に委員長就任のご挨拶を申し上げ
ます。
この度私は、僭越ながら当委員会の委員長を拝命されました。力不足とは思いますが、
任されました2年間は精一杯努力し皆様方のお力を得て一歩づつ前進して後進に良き轍
が残せるよう頑張る所存でございます。
どうか皆様方のご支援ご協力を頂きますようよろしくお願い申し上げます。
さてダンス界の今後はどうなっていくのでしょうか？傍観者では何一つ変わりません。
ダンス界に身を置く一人として今自分は何ができるのか、真剣に考え行動に移していく事
が大切であります。
その行動の一つにジュニアダンス普及活動があります。
保育所・幼稚園・小学校・中学校に訪問してダンスを発信していく。
この活動は地道な努力を要します。しかし行動を共にした仲間は、エネルギー溢れる未
来を担う子供たちに触れる事で逆に力を貰ってきたと口にされます。子供から親そして祖
父母とのサイクルの一環にダンスで関わりを持つことが重要だと気づきます。関わり方は
ご自分に見合ったやり方で良いのです。
先生方の大切な時間のほんのちょっとをジュニアダンス指導に手を貸していただけませ
んか。
只今委員会では従来の「ジュニアダンスの手引き」の見直しの作業に取り掛かっており
ます。子供の成長と併せてダンスの内容を組み合わせDVDで事例紹介していく手順です。
早急に完成させて現場で活用していただくことを願っております。
今後も会員の皆様方の忌憚のないご意見をお待ち申し上げております。

委員長　奥野　友子
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 ウェルフェアダンス指導員認定委員会

ウェルフェアダンス指導員認定委員会は、公益社団法人としてダンスを通した社会貢献とそ
の推進に努めております。地域に於ける福祉活動の実践及び指導員を育成し認定を行い、全国
各地域にその拡大を図っています。
また年間を通し、施設慰問やウェルフェアダンス指導などの活動を展開し、各地域での社会
貢献としてそれぞれが普及を進めております。

車いすダンス・ブラインドダンス・手話ダンスの3つを指導の柱とし、ダンスの技術指導及
び障がい者への接し方や福祉活動に関する知識を習得するための講習を実施し、指導員を育成
し福祉活動の輪を広げているのです。
近年、認定者が育成され、各地域に増加してきたことから、今年度も本部（東京）のみならず、
各地域支部で講習会を実施し、認定申請をすることにより、さらなる指導員の育成拡大に取り
組んでいます。
従来の教本に加え、福祉活動を実践されている一般の方にもわかりやすい参考テキストなど
も使用し、実際に福祉の場で活躍するための「コミュニティ・スタッフ資格」等の認定にも力
を注ぎ、取得者も増加しております。
そして、ウェルフェアダンス指導員資格取得者には、認定講習講師、指導の為の技術向上の
他、プロダンス教師としての個々のスキルアップのため、定期的に「ウェルフェアダンス研究会」
活動を展開、継続しております。

指導員相互の情報交換や連携を図り、組織としての体力を強化し、車いすダンスを中心に技
術研鑽を課題の一つとして現在も活動しております。
公益事業や関連イベントへの参加協力も行っており、今後も研鑽を重ねてゆきたいと頑張っ
ております。今年度も公益社団法人として福祉活動を行い、公益事業や関連行事への参加協力
に努め、その推進に取り組んで参りたいと存じます。

委員長　後藤　敏一
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 ウェルフェアダンス研究会活動報告

当研究会は公益社団法人	全日本ダンス協会連合会ウェルフェアダンス指導員認定委員会直下
の組織であり、指導員の認可を受けたメンバーが中心となり、福祉ダンス並びに福祉活動の実
践の為のスキルアップを目的に月に1回、定期的に活動している会であります。
委員会は、様 な々案件の検討・決議を含む指導的役割をもっていますが、その実践活動と指
導員のアフタケアーおよび親睦を図るのが研究会であります。
　本部研究会活動は、毎月第4日曜日の午後に行われており、車いすダンス、手話ダンス、
ブラインドダンスについての勉強を行っています。全ダ連が認定したプロ・アマチュアを含むウェ
ルフェア指導員が、目的を一つにして研究・研鑽を積む場所であります。
研究会の運営は自主参加を基本としており、参加した会員が福祉ダンスに関わる新たな取り組
みにチャレンジしています。
　
活発に動き回る環境が持てない、身体に何らかの支障や病気をお持ちの方やご高齢の方 と々、
ダンスのリズムや音楽をともに楽しみ、生きる喜びや楽しさを実感し共有する事が私達の目的で
す。その活動を通し機能改善などに繋がれば更に幸いな事と思っています。
活動は手をつなぐ事から始まります。おざなりか本音かは直ぐお相手に伝わります。
形式ではなく本音で接することが一番大切な事です。ウェルフェア指導員はそこから学んでい
くことになります。
また、活動の中では介護士にも似た心得をもった工夫が必要な場合もあり、忍耐力更には体
力をも要求されます。緊急に備え多くの認定者が「救命技能認定証」の資格者でもあります。
大変地味な活動でありますが、全ダ連の公益活動にご参加頂いている先生方には、この心の
喜びと充実感は充分ご理解頂けるものと思います。

会員は、それぞれが様 な々施設に出向き利用者ならびに職員の方 と々直に接し、公益社団法
人全ダ連の会員として宣伝啓蒙を行う事に自覚と誇りを持って活動しています。
新規指導員の認定活動を継続する一方、様 な々施設訪問やイベント参加活動があり、プロで
ある事からダンス・パフォーマンスを要求される事が多くあります。その為、会員はベーシックの
研鑽の他に、ベーシックを基本とする車いすダンスでの各種目によるデモや、手話ダンス等を独
自に構成し覚えなければなりません。研習日数が足りないのが現状です。
車いすダンスのブルース・マンボを始め、歌による手話ダンスなど、会員の手による判り易い
教本が出版されています。NO,29「福祉レクリエーションテキストⅢ」（￥3,062）です。高齢化
社会が進む中、私達の活動にご理解をお願いするとともに、この教本にて先生方も福祉活動の
要点をのぞいてみては如何でしょうか。

会長　水野　総一郎
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 平成 28 年度 公益事業報告（全ダ連だより）

■東北地域会（主催者：青森県社交ダンス教師協会）
会場名 医療法人ｻﾝﾒﾃﾞｨｺ　介護保険施設　ヴィラ弘前
訪問日 平成 28年 12月 14日
訪問者 中山善宗　中山路坪子
参加者 120名
内　容 初めに健康体操を全員で行いました。その後、プロのデモン

ストレーション「ワルツ・タンゴ・ルンバ」を披露しました。

■北関東地域会（主催者：栃木県ダンススポーツ教師協会）
会場名 老人保健施設　いぶき
訪問日 平成 28年 5月 17日
訪問者 髙根澤利夫 庄崎雅子
参加者 20名
内　容 音楽に合わせて、座ったまま準備運動を行いました。次に車

いすダンス「ワルツ・チャチャチャ・ルンバ」を披露しました。
　他 2件

■南関東甲信越地域会　（主催者：長野県スポーツダンス教師協会）
会場名 特養老人ホーム　はにしな寮
訪問日 平成 28年 9月 4日
訪問者 後藤敏一　柳原みつ子　後藤正一　宮原英子　堀内貴志子　

柳沢稔　柳沢かなえ
参加者 70名
内　容 入居者と職員を対象に歩行出来る方はソシアルダンス、車い

す利用者は車いすダンスでブルースとマンボを踊りました。
その後「ルンバ・スクエアルンバ・ワルツ・タンゴ」の各種目の
デモンストレーションを披露し、最後は参加者全員で手話ダン
スを行い楽しい雰囲気の中終了しました。　他 3件

■東京地域会　（主催者：東京社交舞踏教師協会）
会場名 社会福祉法人　障害者支援施設　カーサ・ミナノ
訪問日 平成 28年 6月 22日
訪問者 深田小夜子　守屋文男
参加者 12名
内　容 車いすダンス「ルンバ・ワルツ」の講習を行いました。最後に、

車いすダンス「ワルツ・ルンバ」と社交ダンス「ワルツ・チャチャ
チャ」のデモンストレーションを披露しました。　他 1件
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■中部地域会　（主催者：フリーダム愛知県ダンス教師協会）
会場名 尾張旭市 渋川公民館
訪問日 平成 28年 12月 10日
訪問者 緑川弥寿郎 安藤美智子　鈴木吉則　高橋和子
参加者 13名
内　容 今回は、クリスマスパーティをかねて「ブラインドダンス」の

演技発表を行いました。緊張しながらも練習の成果を発揮す
る事ができました。　他 1件

■中部地域会　（主催者：愛知コルテオダンス教師協会）
会場名 まほうのらんぷ　らぴす
訪問日 平成 28年 11月 15日
訪問者 筒井敏廣　近藤敏子　稲垣末男　菊池日出男　佐藤京子
参加者 20名
内　容 重度心身障がい者、視肢体障がい者の皆さんとブルース・ジ

ルバを踊りました。目を大きく開いたり、声を出したりして、
少しずつですが、それぞれの障がいを持つ方達なりに音楽を
感じ身体を動かす努力がみえてきました。　他 2件

■中部地域会　（主催者：スターラインダンス教師協会）
会場名 学校法人　和幸学院　とみよし幼稚園
訪問日 平成 28年 9月 8日
訪問者 武澤秀一　 武澤幸子
参加者 200名
内　容 保護者と園児でカップルを組み、簡単なステップを講習。最

後に「ワルツ」のデモンストレーションを披露しました。　他
4件

■中部地域会　（主催者：福井県ボールルームダンス教師協会）
会場名 花園ディサービスセンター
訪問日 平成 28年 8月 13日
訪問者 山根克己　 清水静子　岡田久　小塙和恵
参加者 40名
内　容 ディサービスの入所者、通所者を対象に、全員で音楽に合わ

せてジルバ・マンボブルースを繰り返し練習しました。　他 1
件

 平成 28 年度 公益事業報告（全ダ連だより）



■中部地域会　（主催者：福井県社交ダンス教師協会）
会場名 小規模多機能介護事業所　よりそいの家
訪問日 平成 28年 4月 27日
訪問者 茂和男　 塚本加代子　岡田久　小塙和恵
参加者 27名
内　容 車いすの方が多かったのですが、音楽に合わせて準備運動を

行いました。その後マンボを繰り返し踊り、最後に「ワルツ・
タンゴ」のデモンストレーションを披露しました。

■近畿地域会　（主催者：南近畿舞踏教師協会）
会場名 社会福祉法人　マーヤの里
訪問日 平成 28年 12月 13日
訪問者 横山安男　受田真澄　
参加者 50名
内　容 「ふれあい親睦ダンスパーティ」を開催しました。先生方と楽

しく踊り、ボールルーム・ウォークの講習では、姿勢が良くなっ
たと喜んで頂きました。最後にデモンストレーションを披露
し終了しました。

■近畿地域会　（主催者：京都ロイヤルダンス教師協会）
会場名 医療法人啓信会　萌木の村
訪問日 平成 28年 10月 15日
訪問者 松岡徹二　瀬川滋子　竹内正恵　竹内康隆　山本庄子　上川

昌伸　野村美咲　
参加者 50名
内　容 初めに「ワルツ・ルンバ・スローフォックストロット・チャチャ

チャ」のデモンストレーションを披露しました。次にスクエ
アルンバとマンボを音楽に合わせて踊りました。　他 2件

■近畿地域会　（主催者：西部日本ダンススポーツ協会　賛助）
会場名 老人ホーム　かしの木苑
訪問日 平成 28年 7月 28日
訪問者 塚原信義　嶋律子
参加者 40名
内　容 高齢者、職員、家族を対象に簡単にできるダンスを指導しま

した。最後に、ワルツ・タンゴ・ルンバ・チャチャチャのデモン
ストレーションを披露しました。　他 1件

 平成 28 年度 公益事業報告（全ダ連だより）
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■近畿地域会　（主催者：滋賀県ダンス教師協会）
会場名 能登川北小学校
訪問日 平成28年 5月 28日
訪問者 奥野友子　岡司敏彦　西宮和子　浅田有子　川本慶拓：やち

子組　三谷恵一：ちずる組
参加者 149名
内　容 1年生～ 6年生の親子を対象にリズム体操とワルツの講習をし

ました。　他3件

■四国地域会　（主催者：徳島県ダンス教師協会）
会場名 阿波農村環境改善センター　1階大ホール
訪問日 平成28年 5月 8日
訪問者 葛西康良：智恵子組　瀧倉茂：柚美組　矢田：宮本組　岡組
参加者 150名
内　容 「チャリティダンスパーティ」を開催しました。年少者・中高

年・ダンス愛好家の参加があり、ワンポイントレッスン、ふれ
あいダンスタイムで楽しく踊りました。収益の一部は徳島県
社会福祉協議会へ寄付しました。

■四国地域会　（主催者：高知県ダンス教師協会）
会場名 高須保育園
訪問日 平成 27年 7月 20日
訪問者 金岡真理　宮本辰三　吉井妙子　安岡悦子
参加者 105名
内　容 昨年に続きプロと園児によるデモンストレーションを披

露しました。その後子供向けの音楽でマンボを踊り、大
いに盛り上がりました。　他 1件

■九州地域会　（主催者：熊本県社交ダンス教師協会）
会場名 特別養護老人ホーム　マナーハウス横山台
訪問日 平成 28.年 12月 13日
訪問者 水野総一郎　井上美由紀
参加者 60名
内　容 施設利用者、家族、職員の方々に「マンボ・ジルバ・ワルツ」

を指導し、楽しく踊って頂きました。社交ダンスを通し、
心の交流と身体のリハビリに成果がありました。

　上記の通り、全国から公益事業に携わる沢山のご報告と活動風景などを頂きました。なお、紙面の都合上、
全ての報告をご紹介できなかったことを深くお詫び申し上げます。また、ご協力いただきました教師協会の
皆様方には心より厚くお礼申し上げます。公益社団法人の会員として、そして地域社会に根差した福祉活動
のリーダーとして、これからもご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

 平成 28 年度 公益事業報告（全ダ連だより）
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 平成 28 年熊本地震と義援金について

昨年4月14日から長期にわたり発生した熊本地震により被災された皆様に心よりお見舞い申
し上げますとともに一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
全ダ連では被災されたダンス関係者を直接支援する義援金として全国の教師協会の皆様からご
協力を仰ぎ、下記の通り沢山の義援金をいただくことができました。
義援金の分配に関しては、九州地域会、熊本県内の教師協会長に被災状況の収集をお願いし、
自宅と教室の 2つの報告をいただきました。全壊、半壊、修理改装などの状況に応じ査定し、
46世帯57名の先生方にお渡しすることができました。
この他にも他の支援団体を通してご支援されたという先生方からのご報告をいただいておりま
すが、この活動が被災された皆様の元気に少しでも繋げられたら幸いです。
義援金にご協力いただきました先生方には重ねて御礼申し上げます。
平成28年熊本地震　義援金にご協力いただきありがとうございました。

地域会 教 師 協 会 金 額 地域会 教 師 協 会 金 額

北海道
北海道ダンス教師協会 役員・構成員一同 30,000

中国
広島県ダンススポーツ協会

20,000北海道ボールルームダンス協会　 10,000 山口県ダンス議会

東北

（社）青森県社交ダンス教師協会 52,000 鳥取県ダンス教師協会
秋田県社交舞踏教師協会 40,000

四国

西日本ダンス教師協会 10,000
南東北社交ダンス教師協会 23,000 徳島県ダンス教師協会 10,000
福島県社交舞踏教師協会 130,000 高知県社交ダンス教師協会 10,000

北関東 北関東地域会 5,000 高知県ダンス教師教会 10,000

南関東
甲信越

日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾀﾞﾝｽ教師協会 20,000 愛媛県ダンス教師協会 10,000
神奈川県ソシアルダンス教師協会 20,000

九州

九州ダンス教師協会 47,852
山梨県ダンス教授所教師協会 20,000 福岡県ソシアルダンス教師協会 10,000
長野県社交舞踏教師協会 20,000 九州社交舞踏教師協会 10,000
長野県ダンス教師協会 23,000 長崎県社交舞踏教師協会 30,000
長野県スポーツダンス教師協会 10,000 宮崎県ダンス教師協会 10,000

東京
東京ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾀﾞﾝｽ教師協会 10,000 鹿児島県ソシアルダンス教師協会 30,000
東京社交舞踏教師協会 10,000
日本ダンススポーツ協会（Ｎ DSA） 10,000 役員・他 氏 名 金 額

中部

愛知県ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾀﾞﾝｽ教師協会 10,000 会   長 小川　純 10,000
フリーダム愛知県ダンス教師協会 10,000 副会長 村松　昌弘 10,000
グローバルダンス教師協会 10,000 常務理事 野本　雅裕 10,000
スターラインダンス教師教会 10,000 常任理事 小嶋　朱美 10,000
静岡県インターナショナルダンス教師協会 20,000 常任理事 小室　裕一 10,000
静岡県ダンス教師協会 10,000 理   事 橋本　晃 10,000
ジョイナス岐阜ダンス教師協会 10,000 理   事 後藤　敏一 10,000
富山県ソシアルダンス教師協会 5,000 理   事 熊谷　正美 10,000
富山県ダンス教師協会 10,000 理   事 葛西　康良 10,000
福井県ボールルームダンス教師協会 10,000 理   事 関野　憲一 10,000
三重県ダンス教師協会 10,000 理   事 伊藤　信義 10,000

近畿

大阪府舞踏教師協会（ODTA） 20,000 監　事 後藤　正一 6,748
日本ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾀﾞﾝｽ教師協会大阪 100,000 監　事 松下　昇一 5,000
南近畿舞踏教師協会 10,000 事務局 事務局一同 10,000
兵庫県ソシアルダンス教師協会 20,000
姫路白鷺スポーツダンス教師協会 10,000
京都ダンス教師協会 20,000
京都ソシアルダンス教師協会 10,000 　　合　　計
西日本ダンススポーツ技術協会 20,000

¥1,144,600 京都ダンススポーツ教師協会 25,000
滋賀県ダンス教師協会 22,000
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 広告一覧

全ダ連川柳　ステップを少し無理して老いの春

20
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 広告一覧

全ダ連川柳　一筋にステップふんで春惜しむ

20

吉江保
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 広告一覧

20

全ダ連川柳　八十路すぎブルースメドレー春の夢
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 広告一覧

20

全ダ連川柳　おぶろ月ステップすすんでうつり香よ
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 広告一覧

20

全ダ連川柳　恋告げるリズムにのりて葱坊主



 広告一覧
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全ダ連川柳　肩入れて足のふみだす犬ふぐり



 広告一覧
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全ダ連川柳　はらはらとステップワルツで汗のふく



平成 28 年 7 月 7 日　於：文京区民センター　講師：桑原明男・佐代子 先生

ラテンダンスに於けるリード＆フォローの
細やかな解説と男女の各ポジションについて
ご指導いただきました。最後にサラリと見せ
て頂いたお二人の踊りに感激でした。

平成 28 年 9 月 28 日 於：文京区民センター 午前　講師：村松昌弘・原 麗奈 先生

スタンダードの各ベーシックについて図解
を含め理論的に講義されました。

平成 28 年 9 月 28 日 於：文京区民センター 午後　講師：小川 純 先生

教本を超えた踊りの実践に於けるダンステ
クニックについて講義されました。
ダンスを踊る上での常識を覆したテクニッ
クを楽しい中にご指導頂きました。

お忙しい中、講師をお引き受けいただきました各先生方には心より御礼申し上げます。

①地元田無を中心とする様々なダンスチーム（フラダンス・創作ダン
ス・ジャズダンス・バレエ・チアダンス・ソシアルダンス等）の皆
さんが共演され、ご家族・友人の声援を受け一日を楽しく過ごされ
ています。
②ウェルフェアダンス指導員認定委員会では、この催しの運営をサ
ポートしながら全ダ連の委員会として車いすダンス・手話ダンスな
どの発表を行い、福祉ダンスの広報活動を行っております。
	 委員会会員が主催する地域での福祉イベントには、多くの会員が協力し、車いすダンス
講習や車いすダンス・デモ、全員参加の手話ダンスなどでイベントの盛り上げに協力し
ております。

 賛助会員指定研修会

23

ウェルフェアダンス指導員講習会活動の中での田無に於ける
「福祉ダンス＆オールダンスフェスティバル」の一コマ



「全ダ連だより」に関する感想、全ダ連に対するご要望等、皆様の声をお聞かせ下さい。
お便り募集

あなたがダンスを通じて感じる事を川柳にして、是非ご投稿ください。
川柳募集

試 験 の ご 案 内

平成29年度 前期ダンス教師認定講習
平成29年6月8日（木）

平成29年度 後期ダンス教師認定講習
平成29年11月9日（木）


